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１１月２９・30日、５～９年生は、音楽の時間に、箏演奏

者の皆様（代表 古賀真理子先生）をお招きして、箏の体

験学習をし、「さくら」「荒城の月」を演奏しました。中学部

の生徒は、これまでの経験値があるためにしっかり弾きこ

なすことができ

ていました。体験

の後は、皆様か

ら模範演奏をし

ていただき、とて

も心地よい音色

に聴き入ってい

ました。今後も日

本の伝統的な音

楽にも親しんでほし

いと思います。 

 

１１月 30日、４～６年生は、性に関する指導を受けま

した。佐賀県 DV総合センター所長の菖蒲庸子さんを

お招きし、性に関する大切なお話を聞きました。男女の

発達の違いから、お互いの心と体を尊重し大切にするこ

とを分かりやす

く教えていただ

きました。昨今、

性加害の事件

がニュースにな

っています。子ど

もたちの心と体

を守ることは社

会の責務です。 

 

 

1年生が、生活科の学習で栽培したサツマイモのつるを乾燥させて、

素敵なリースを作ってくれました。1年生は、各自の分を作って持って帰

りましたが、先生方にも喜んでもらおうと、職員室、校長室、ランチルー

ム、保健室、図書室、児童クラブへ飾る分を手分けして作り、きらきらし

た笑顔で持ってきてくれました。どのリースも、松ぼっくりやドングリなど

が上手に装飾されていて、学校のいろいろな場所が 12月の季節感の

漂う空間になっています。 

1年生の皆さん、リースのプレゼント、ありがとう。皆さんのおかげで、

先生たちも笑顔になれましたよ。 

保護者や地域の皆様の声をお聞かせください。  ℡ 97-1171文責 副校長 古賀 一成 

１年生が生活科の授業で、リースを作ってくれました。 

【9年・模範演奏を聴く】 

音楽・箏の体験学習 性に関する指導 

【からだのつくりの違いの説明】 

【校長室】 

【ランチルーム】 

【職員室】 


